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いじめに向き合う意志と覚悟をもつこと
校長 橋立 英基

11月24日、校区の小学校６年生を当校に招き、フレンドリースクール（いじめ見逃
しゼロスクール）集会が開催されました。そこでは、あらかじめ一人一人が考えてき
た「いじめにつながる行動」や「いじめを防ぐ行動」をグループで発表し合ったり、
ＮＨＫ「いじめを考える100万人の行動宣言」に宣言文を寄せたりしました。
その集会のあいさつで「いじめにしっかりと向き合う意志と覚悟をもつこと」の大

切さについて話をしました。具体的には「いじめはどんな理由があっても絶対にいけ
ない」とみんなが思うこと。
さて、自戒も込め、大人も含め「実行が難しい」という観点からもう一つ、強い意

志と覚悟をもって臨まなければならないことがあります。それは県民運動の主眼でも
ある「いじめを見逃さない」ということです。
春の生徒総会の議案書には「妙中には行き過ぎたいじりやふざけが時にある」とい

う、これまでにはない踏み込んだ現状分析が記載されました。現実にある問題を言語
化し明示することはとても大切なことだと思います。私は開会のあいさつでそのこと
に触れるとともに 「行き過ぎたいじりやふざけは紛れもないいじめである」とも話し
ました。
東日本大震災によって「正常性バイアス」という災害心理学で用いられる言葉が広

く認知されるようになりました。逃げ遅れの一因となった「自分にとって都合の悪い
情報を無視したり過小評価したりしてしまう」人間の特性を示す言葉です。このバイ
アスは「正常性」に重きを置いている人ほど強くかかると考えられます。いじめにつ
いていえば、「いじめはいけない」と考えている人ほど、目の前で起きているいじめを
「これはいじめではない」と思いたがる傾向がある、ということになります。かつて、
「葬式ごっこ」という、教師も加わった「行き過ぎたいじりやふざけ」で中学生の尊
い命が失われたことを決して忘れてはいけません。さらに生徒にとっては、「いじめを
注意したことで、次は自分がいじめのターゲットになる」という恐れも重なり、「いじ
めを絶対に見逃さない」ことは「いじめを絶対にしない」ことよりも遥かに難しい行
動になります。
それらを乗り越えるためには、いじめという行為が引き起こしている様々な事実か

ら目をそらさず、一人一人がいじめにしっかりと向き合う意志と覚悟をもつことに尽
きると思っています。

【きらり輝く生徒の瞳 フォトギャラリー】～生徒の活躍を紹介します～

第２回ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰｽｸｰﾙ集会 「いじめ見逃しゼロ」に向け、妙高

小、新井南小の６年生と妙中生で仲間作りや話し合いを行いました。

＜佐藤＞
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「ジェスチャー伝言ゲーム」をしました！

２年生親子作業 「冬囲い」 をしました

いじめに対する「行動宣言文」

を書きました！

ホームページアドレス http://azalea.ac.city.myoko.niigata.jp/myoko-c/



- 2 -

【架 け 橋】生徒の学習に関する内容をお知らせします。

「確かな学力」の育成に向けて
～生徒が「学ぶ楽しさ」「分かる喜び」を味わえる授業づくりの実践その２～

６月号でもお知らせしましたように、妙高中学校では今
年度、「確かな学力の向上」を目標に取組を進めていま
す。その一つとして、生徒の意欲を高め、考える力、表現
する力を向上させるために全教員が、１人１公開授業を行
い、お互いの授業を参観し合いながら、授業力の向上を目
指しています。
先日は３年生の社会科で「地方自治と住民参加」の単元

の公開授業が行われました。妙高市が抱える人口減少問題
について焦点化し、妙高市から出されている『生命地域創
造都市 妙高版総合戦略（初版）』を基にした資料やワー
クシートを用いて、人口減少問題に対する様々な対策を明確な根拠をもとに１人１人が考
えました。また、自分で考えたことを、友達に分かるように説明したり、お互いに考えを
共有して深め合ったりすることで、学習内容に対しての考えを深めていきました。ある班
からは、「県外や市外から人を呼び込むことを考えるよりも、今ここに住んでいる人たちが
ここに留まってもらうためにどのような施策があるかを考えた方がよい」という提案もあ
りました。自分たちの生活に密着した課題が生徒の学ぶ意欲の喚起につながっていました。
授業は私たち教員だけがつくるものではありません。教員と生徒が一緒に作り上げてい

くものです。学級が学びに向かう集団になるように、私たち職員一同、さらに研修を深め
ていきたいと思います。 ＜栗岩＞

【輝く成果】
＝県駅伝競走大会＝ 走順、○数字は区間順位
＜男子＞ 7位入賞 3A飯吉拓斗⑮ - 3A濁川 司⑧ - 3A田邉深冬⑧ - 2A霜鳥龍之介⑨

- 2A後藤拓志④ - 3A清水健介⑫
＜女子＞ 21位 1A古川愛奈㉜ - 1A山川あんり㉑ - 3A池田愛里㉙ - 1A池田桜空⑭

- 2A水口真梨奈㉕
○新井卓球大会(個人戦)
Bﾗﾝｸ男子の部 3位 2A入村悠希
Bﾗﾝｸ女子の部 1位 2A八十島美凪 2A笹川美穂 2A相羽萌久美

○よい歯の学校・園運動 優良校
○中学生の「税についての作文」
妙高市租税推進協議会長 優秀賞、高田地区納税貯蓄組合連合会長 優秀賞 3A霜鳥彩羽
妙高市租税推進協議会長、高田地区納税貯蓄組合連合会長 最優秀賞 3A小平勇輔

○税に関する中学生の「税の標語」
高田間税会長賞 1A後藤さくら
妙高市租税推進協議会長賞 優秀 3A木原美幸、1A関原颯太
高田税務署管内税務関係総連合会長賞 1B霜鳥ななみ

＜橋詰＞

【1２月の予定】

12月

１日(木) 新入生体験入学・入学説明会 15日(木) 妙陵
５日(月) 人権強調週間(～11日) 22日(木) スキー部壮行式 終業式

Web問題週 23日(金) 天皇誕生日
６日(火) 全校朝会 期末保護者会(～9日) 26日(月) 冬季休業(～1月9日)
10日(土) 県アンサンブルコンテスト 29日(木) 完全閉庁日(～1月3日)
13日(火) 生徒朝会
14日(水) 3年認知症サポート養成講座
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